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（1）  第521号（改版第24号） 2015年（平成27年）婦人ひめじ

小
雨
の
中
、
各
種
団
体
と
と
も

に
総
お
ど
り
に
参
加
し
ま
し
た
。

三
の
丸
広
場
で
の
総
お
ど
り
は
今

年
が
初
め
て
で
す
。
三
の
丸
広
場

が
狭
い
と
感
じ
る
ほ
ど
多
く
の
参

加
者
に
よ
り
、「
姫
路
お
ん
な
踊

り
」「
播
州
音
頭
」
等
が
繰
り
広

げ
ら
れ
ま
し
た
。
終
了
後
、
執
り

行
わ
れ
た
3
D
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ

ン
マ
ッ
ピ
ン
グ
に
感
動
し
、
大
雨

の
中
、
会
員
一
同
帰
路
に
つ
き
ま

し
た
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

5
月
3
日
㈰
、
姫
路
城
三
の
丸
広
場
に
お
い
て
「
姫
路
お
城
ま
つ
り
」
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
が
執
り
行
わ

れ
、
姫
路
市
連
合
婦
人
会
か
ら
岩
田
会
長
が
出
席
し
ま
し
た
。
市
民
3
0
0
人
と
と
も
に
、
上
杉
お
城
奉
賛
会
会

長
、
石
見
市
長
、
岩
成
連
合
自
治
会
長
（
当
時
）、
岩
田
会
長
等
が
、
合
図
と
と
も
に
バ
ル
ー
ン
を
一
斉
に
大
空
に
飛

ば
し
ま
し
た
。
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5
月
19
日
㈫

　姫
同
教
総
会

6
月
5
日
㈮

　避
難
訓
練
コ
ン
サ
ー
ト

6
月
24
日
㈬

　県
防
犯
講
演
会

6
月
25
日
㈭

　社
会
を
明
る
く
運
動
姫
路
市
推
進
大
会

7
月
1
日
㈬

　社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

7
月
7
日
㈫

　社
会
福
祉
推
進
委
員
会
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6
月
30
日

㈫
、
第
一
回
地

域
啓
発
講
演
会

を
木
村
友
彦
さ

ん
、
真
輔
さ
ん

兄
弟
を
講
師
に

お
招
き
し
て

「
雪
姫
ポ
ー
ク
の
生
産
か
ら
考
え

る
健
康
と
環
境
」
に
つ
い
て
お
話

を
聞
き
、
そ
の
後
、
皆
で
ソ
ー
セ
ー

ジ
作
り
を
し
ま
し
た
。
豚
肉
を
ね

り
、
塩
コ
シ
ョ
ウ
で
味
付
を
し
て
、

羊
の
腸
に
詰
め
ま
し
た
が
、
な
か

な
か
難
し
く
チ
ョ
ッ
ト
し
た
コ
ツ

で
理
想
的
な
ソ
ー
セ
ー
ジ
が
出

来
、
と
て
も
美
味
し
く
食
べ
ま
し

た
。
安
心
し
て
食
べ
ら
れ
る
物
を

子
ど
も
や
孫

達
に
食
べ
さ

せ
た
い
と
全

員
が
感
じ
な

が
ら
こ
の
講

演
会
を
終
え

ま
し
た
。

7
月
3
日
㈮
、
八
鹿
文
化
会
館

に
お
い
て
、
兵
庫
県
連
合
婦
人
会

に
よ
る
平
成
27
年
度
「
兵
庫
県
婦

人
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

県
内
各
地
か
ら
の
参
加
者
約

6
0
0
人
で
会
場
が
い
っ
ぱ
い
に

な
り
ま
し
た
。

大
会
は
、
日
本
3
B
体
操
協
会

に
よ
る
ダ
ン
ス
で
始
ま
り
、
北
野

会
長
挨
拶
、
来
賓
挨
拶
に
続
き
、

本
年
度
は
姫
路
市
連
合
婦
人
会
か

ら
山
田
副
会
長
及
び
竹
中
理
事
が

会
員
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

そ
の
後
、
井
戸
知
事
か
ら
「
安

全
安
心
と
元
気
の
創
造
」
と
題
し

て
の
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

今後の
活動予定

8月 4 日㈫

8月15日㈯

8月23日㈰

9月19日㈯

10月 3 日㈯

10月3日㈯、4日㈰

10月26日㈪

11月15日㈰

11月15日㈰

11月25日㈬

平成28年2月28日㈰

人権の集い

姫路市戦没者追悼式

西人教研究大会

兵庫県婦人バレーボール大会

姫路市女性文化大会

ひめじ環境フェスティバル 2015

太平洋戦全国空爆犠牲者追悼平和記念式

あいめっせフェスティバル

神戸マラソンボランティア

姫路同和教育研究大会（城陽小学校）

世界遺産姫路城マラソン 2016
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4
月
29
日
㈬
、
姫
路
の
ま
ち
を

美
し
く
す
る
運
動
協
議
会
に
よ
る

「
み
ど
り
の
美
化
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
姫
路
市
連

合
婦
人
会
か
ら
も
岩
田
会
長
を
先

頭
に
15
人
が
参
加
。
大
手
前
公
園

か
ら
姫
路
駅
前
ま
で
の
大
手
前
通

り
と
み
ゆ
き
通
り
で
ポ
イ
捨
て
禁

止
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
姫
路
城

グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
以
後
も
大
手

前
通
り
は
比
較
的
美
し
く
維
持
さ

れ
て
い
る
と
思
い
ま
し
た
。

5
月
12
日
㈫
、
あ
い
め
っ
せ

ホ
ー
ル
（
イ
ー
グ
レ
ひ
め
じ
）
に

お
い
て
、
平
成
27
年
度
「
姫
路
市

地
区
赤
十
字
の
つ
ど
い
」
が
開
催

さ
れ
、
姫
路
市
連
合
婦
人
会
か
ら

会
員
多
数
が
参
加
し
ま
し
た
。

城
西
校
区
の
東
山
理
事
に
よ
る

「
赤
十
字
奉
仕
団
員
の
信
条
朗
読
」

に
続
い
て
、
石
見
姫
路
市
地
区
長
、

岩
田
奉
仕
団
委
員
長
、
藤
原
県
支

部
長
の
挨
拶
の
後
、「
ひ
ょ
う
ご

赤
十
字
こ
の
一
年
」
の
ビ
デ
オ
上

映
と
「
東
日
本
大
震
災
を
乗
り
越

え
て
、
い
の
ち
を
繋
ぐ
言
葉
」
と

題
し
て
、
防
災
士
で
あ
る
阿
部
清

人
先
生
か
ら
実
験
を
交
え
た
楽
し

い
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

5
月
28
日
㈭
、
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
の
啓
発
活
動
を
行
い
ま
し

た
。「
消
費
生
活
上
の
ト
ラ
ブ
ル

に
つ
い
て
は
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
T
E
L 

2
2
1

－

2
1
1
0
）

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。」
と
書

か
れ
た
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を

配
り
、
啓
発
活
動
を
し
ま
し
た
。

し
ろ
ま
る
ひ
め
の
応
援
も
あ
り
、

た
く
さ
ん
の
方
が
足
を
止
め
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。

6
月
3

日
㈬
、
4

日
㈭
、
姫

路
市
連
合

婦
人
会
理

事
研
修
と

し
て
長
野

県
松
本
市

を
訪
れ
ま

し
た
。

朝
早
く

に
姫
路
を

出
発
し
た
バ
ス
は
、
午
後
に
松
本

市
女
性
セ
ン
タ
ー
に
到
着
し
、
松

本
市
女
性
団
体
連
絡
協
議
会
と
意

見
交
換
、
交
流
会
を
行
い
ま
し
た
。

松
本
市
女
性
団
体
連
絡
協
議
会

は
松
本
市
内
の
団
体
、
グ
ル
ー
プ

（
現
在
10
団
体
）
の
女
性
で
構
成

さ
れ
て
い
ま
す
。

松
本
市
連
合
婦
人
会
は
会
員
数

の
減
少
に
よ
り
、
連
絡
協
議
会
の

中
で
活
動
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と

で
し
た
。

翌
日
、
雲
一
つ
な
い
青
空
の
下
、

中
央
ア
ル
プ
ス
駒
ケ
岳
ロ
ー
プ

ウ
ェ
イ
で
標
高
2
6
1
2
メ
ー
ト

ル
の
千
畳
敷
へ
。
東
洋
随
一
の
眺

望
に
感
激
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
養
命
酒
駒
ヶ
根
工
場

を
見
学
し
て
帰
路
に
着
き
ま
し

た
。
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6
月
14
日
㈰
、
夏
祭
り
シ
ー
ズ

ン
を
控
え
、「
ふ
れ
あ
い
教
室
」
で

浴
衣
の
着
付
け
を
学
び
ま
し
た
。

ま
ず
、
着
付
け
る
に
あ
た
っ
て

の
コ
ツ
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。さ
あ
実
践
で
す
。一
つ
一
つ
受

講
生
の
ペ
ー
ス
に
合
わ
せ
て
の
丁

寧
な
ご
指
導
。一
本
の
帯
が
ア
レ

ン
ジ
で
様
々
に
姿
を
変
え
て
い
き

ま
す
。各
村
で
の
盆
踊
り
デ
ビ
ュ

ー
が
楽
し
み
で
す
。

講
師
の
大
道
先
生
、
大
西
先
生
、

館
長
の
苗
村
さ
ん
、
有
意
義
な
時

間
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

6
月
26
日
㈮
、
水
上
小
学
校
の

「
地
域
ふ
れ
あ
い
活
動
」
に
参
加

し
、
小
学
5
年
生
と
牛
乳
パ
ッ
ク

を
使
っ
て
小
物
入
れ
を
作
り
ま
し

た
。こ
れ
は
毎
年
み
ん
な
が
楽
し

み
に
し
て
い
る
行
事
の
一
つ
で

す
。「

の
り
を
つ
け
る
の
が
難
し
い
」

「
達
成
感
が
あ
っ
て
楽
し
い
」
と
言

い
な
が
ら
2
個
作
り
、「
も
っ
と
作

り
た
い
！
材
料
な
い
の
」「
家
で
作

り
た
い
、
長
さ
教
え
て
」「
お
父
さ

ん
と
、
お
母
さ
ん
に
プ
レ
ゼ
ン
ト

し
た
い
」と
い
う
感
想
も
あ
り
、
子

ど
も
達
の
意
欲
に
圧
倒
さ
れ
、
ま

た
優
し
さ
に
感
動
し
た
一
日
で
し

た
。　　
　
　

  　
（
名
村
ア
ツ
子
） ▲帯結びに挑戦中です！

▲一生懸命生きます。

▲夢中です！

船
津
校
区

6
月
29
日
㈪
、
小
中
一
貫
キ
ャ

リ
ア
教
育
講
演
会
が
、
四
郷
中
学

校
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

講
師
は
、
東
京
で
代
官
山

M
E
D
I
C
A
L
学
院
長
、
姫
路

観
光
大
使
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い

る
石
月
雅
勇
先
生
で
す
。テ
ー
マ

は
「
私
の
小
学
校
時
代
中
学
校
時

代
そ
し
て
今
」
で
す
。小
学
5
・
6

年
生
、
中
学
生
、
保
護
者
、
地
域
住

民
が
参
加
。先
生
は
、
留
学
し
た
米

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
の
体
験
な
ど
を

披
露
し
、「
人
に
負
け
た
く
な
い
と

言
え
る
も
の
を
ひ
と
つ
持
ち
、
挫

折
し
て
も
、
や
り
続
け
て
ほ
し
い
」

と
エ
ー
ル
を
送
ら
れ
ま
し
た
。

子
ど
も
達
か
ら
も
、「
後
に
続
け
る

よ
う
に
頑
張
り
た
い
。」と
、
強
い
意

志
が
示
さ
れ
ま
し
た
。  （
竹
中
安
美
）

城
西
校
区

四
郷（
見
野
）校
区

水
上
校
区

▲ひとつのことを
　やり続けて！！

浴
衣
の
着
付
け
教
室

子
ど
も
達
と
小
物
入
れ
作
り

沙
羅
の
寺
應
聖
寺
を
訪
ね
て
!!

四
郷
の
先
輩
に
学
ぶ

6
月
28
日
㈰
、
純
白
の
花
に
包

ま
れ
た
「
沙
羅
の
寺
」
應
聖
寺
を
訪

ね
ま
し
た
。2
0
0
本
の
沙
羅
林
と

山
野
草
が
咲
く
境
内
を
散
策
。奥
座

敷
で
庭
園
を
眺
め
和
菓
子
と
抹
茶

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。住
職
か
ら

「
沙
羅
の
花
は
3
6
5
日
の
た
っ
た

一
日
、朝
に
咲
き
夕
べ
に
散
る
は
か

な
い
花
で
す
。一
日
を
一
生
懸
命
に

生
き
る
。皆
さ
ん
も
今
を
大
切
に
生

き
、お
迎
え
が
来
ら
れ
た
ら
拒
ま
ず

に
行
く
の
で
す
よ
。」
と
ユ
ー
モ
ア

た
っ
ぷ
り
の
法
話
。素
晴
ら
し
い
時

間
を
与
え
て
い
た
だ
き
、
幸
せ
一

杯
。　　
　
　
　
　
　
（
東
山
昌
代
）
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余
部
校
区

豊
富
校
区

6
月
7
日
㈰
、
第
一
回
生
活
学

級
で
、講
師
に
お
招
き
し
た
兵
庫
県

歯
科
衛
生
士
の
岩
崎
小
百
合
先
生

か
ら
唾
液
の
大
切
さ
や
、舌
や
口
の

周
り
の
筋
肉
が
弱
っ
た
り
、口
腔
の

細
菌
で
誤
嚥
性
肺
炎
が
お
こ
り
易

い
な
ど
の
お
話
を
、軽
妙
な
語
り
で

楽
し
く
分
か
り
易
く
説
明
し
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。口
の
筋
肉
を
鍛
え

る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や
、長
め
の
う
が

い
も
実
演
し
て
く
だ
さ
り
、皆
さ
ん

熱
心
に
聞
か
れ
て
い
ま
し
た
。口
臭

予
防
に
液
体
歯
磨
き
を
持
ち
歩
く

な
ど
素
晴
ら
し
い
ア
イ
デ
ア
を
伺

い
ま
し
た
。　
　
　（
秋
田
由
加
子
）

▲みんな真剣！！

▲岩崎小百合先生の講演

山田福美会長挨拶

▲

中
寺
校
区

6
月
22
日
㈪
、
生
活
学
級
で「
い

き
い
き
百
歳
体
操
」
を
開
催
し
ま

し
た
。講
師
は
保
健
セ
ン
タ
ー
北

分
室
の
中
川
か
お
り
保
健
師
と
香

寺
地
域
包
括
セ
ン
タ
ー
の
平
石
勉

看
護
師
。

腕
、
脚
、
足
首
の
順
で
の
体
操
は

中
川
保
健
師
の
ユ
ー
モ
ア
を
交
え

た
指
導
で
、
楽
し
く
て
、
頑
張
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。次
は
平
石
看
護

師
の
「
介
護
予
防
―
寝
た
き
り
に

な
ら
な
い
た
め
に
」の
講
演
。

そ
の
後
、
今
後
の
活
動
方
法
を

参
加
者
と
検
討
し
ま
し
た
。週
一

回
の
体
操
は
大
変
で
す
が
、
平
均

12
年
も
寝
た
き
り
に
な
る
と
教
え

ら
れ
た
の
で
切
実
。ぜ
ひ
実
行
し

な
く
て
は
。　
　
　  

（
橋
本
菜
摘
）

▲グーパー・グーパー　アラ！

6
月
7
日
㈰
、
第
一
回
生
活
学

級
を
開
催
し
、
日
赤
姫
路
支
部
職

員
に
よ
る
A
E
D
講
習
を
受
け
ま

し
た
。以
前
（
15
年
前
）
と
は
随
分

使
い
方
が
変
化
し
て
い
る
の
に
皆

驚
き
、
真
剣
に
実
習
し
て
い
ま
し

た
。6

月
16
日
㈫
、
第
二
回
生
活
学

級
は
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
の
粂

井
所
長
に
よ
る
カ
ル
タ
取
り
を
し

な
が
ら
の
消
費
に
関
す
る
勉
強

会
。そ
の
後
、
中
村
先
生
の
指
導
に

よ
っ
て
、〝
食
の
安
心
〞
を
テ
ー
マ

に
パ
ン
を
手
作
り
し
ま
し
た
。

（
岩
田
稔
恵
）

広
峰
校
区

▲書写の里・美術工芸館にて

6
月
24
日
㈬
、
晴
天
に
恵
ま
れ
、

47
人
の
参
加
で
「
バ
ス
施
設
見
学
」

に
出
発
。ま
ず
書
写
の
里
・
美
術

工
芸
館
へ
。漆
、蒔
絵
、螺
鈿
工
芸
品

で
播
磨
の
匠
の
繊
細
な
技
に
驚
嘆

し
、
ア
ジ
ア
の
布
の
多
種
多
様
な

美
を
満
喫
し
ま
し
た
。続
く
古
井

家
住
宅（
千
年
家
）で
は
、愉
快
な
説

明
の
後
、
優
に
4
0
0
年
を
超
え

た
柱
や
万
年
無
災
の
亀
石
に
触

れ
、
無
災
を
願
い
ま
し
た
。姫
路
科

学
館
で
は
、
見
学
し
て
い
た
小
学

生
よ
り
も
（
？
）
嬉
々
と
し
て
体
験

学
習
に
興
じ
、
楽
し
い
一
日
を
過

ご
せ
ま
し
た
。　
　（
玉
谷
恵
美
子
）
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姫路市では、平成13年3月に「姫路市男女共同参画プラン」を策定して以来、男女共同参画の推進に関する各種施策を展

開してきました。

今後、姫路市における男女共同参画をより一層積極的に展開するため、男女共同参画に関する基本的な考え方、市や市

民、事業者等の役割を定めた条例の制定を検討しています。

この度、「姫路市男女共同参画推進条例骨子（案）」を作成し、この骨子（案）に対する市民の皆様からのご意見を募集

しています。

　男女共同参画推進課ホームページ　http://www.city.himeji.hyogo.jp/danjosuishin/index.htmlでご覧いただけます。
　また、男女共同参画推進課（イーグレひめじ3階）、市政情報センター（本庁1階）、駅前市役所、各支所、各地域事務
所等の窓口にも閲覧用の資料を備え置いています。
　なお、閲覧時間は男女共同参画推進課が8時35分～18時20分（臨時休館日（7月13日）を除く。）、飾磨支所が8時35分～19
時30分、駅前市役所が10時～19時30分、本庁及び他の出先機関が8時35分～17時20分（土・日曜・祝日を除く。）です。

■姫路市男女共同参画推進条例骨子（案）

■意見募集の締切日

■意見の提出に際しての留意事項

■意見の提出方法及び提出先

■問い合わせ先
姫路市　市民局　市民参画部　男女共同参画推進課（TEL079-287-0803）

平成27年7月31日(金)　※必着

・市内にお住まいの方
・市内に事務所又は事業所を有されている方
・市内に通勤又は通学されている方　
・市税の納税義務がある方
・意見募集の対象となっている案件に利害関係のある方

意見を提出できる方
（法人その他団体を含む。）

意見提出に必要な記載事項

・（案）の名称
・（案）に対する意見
・住所（団体の場合は、所在地）
・氏名（団体の場合は、団体名称）
・電話番号
・住所又は所在地が市外の場合は、市内にお持ちの事務所若しくは事業所、勤務先、学校名、
納税義務又は利害関係を有する旨のいずれか該当する事項

※記載が漏れている場合は受付できませんのでご注意ください。
※内容についてお尋ねすることがありますので、電話番号等の連絡先を併せてご記入ください。

持　　参

郵　　送

閲覧場所までご持参ください。
男女共同参画推進課あてに郵送してください。
〒670-0012　姫路市本町68番地290（イーグレひめじ3階）

F A X 男女共同参画推進課あてに送信してください。
　FAX番号　079-287-0805

電子メール 男女共同参画推進課あてに送信してください。
　メールアドレス　danjosuishin@city.himeji.hyogo.jp

次のいずれかでお願いします。

2015年（平成27年） 第521号（改版第24号）  （6）婦人ひめじ


